




Examining  the factors influencing parents’ attitude concerning their 

































































はない」を１点、「好きではない」を 0 点、運動（スポーツ）頻度は「週2回以上ある」を 3 点、「週１回
以上ある」を 2 点、「週1回未満だがある」を 1 点、「特に無し」を 0 点、子どもの身体活動の重要性の認
幼児の身体活動に関する親の態度に影響する要因についての検討（塩野谷） 77
識度については「とてもそうである」を 3 点、「そうである」を 2 点、「あまりそうではない」を 1 点、「そ
うではない」を 0 点、子どもの生活習慣（睡眠・食事）および子どもの身体活動推進に関する親の態度に
関しては、「とてもそうである」を3点、「そうである」を 2 点、「あまりそうではない」を 1 点、「そうで



















対象者の定期的運動（スポーツ） 週 2 回以上ある 013（07.0）
実施頻度 週 1 回以上ある 022（11.9）
週 1 回未満だがある 017（09.2）
特に無し 133（71.9）


















（31.9%）、年長クラスが55名（29.7%）であった。対象者の子どもの人数は 4 人以上が5名（2.7%）、 3
人が48名（25.9%）、 2 人が96名（51.9%）、１人が36名（19.5%）で、在園児が何番目の子どもかについ



















項　目　内　容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
第 1 因子「家族での戸外活動」
7）晴れている日にはなるべく一緒に外に出て子どもが体を動かせるようにしている。 0.862412 0.465306 0.316017
9）家族（親子）で公園によく出かける。 0.768850 0.414320 0.232251
11）家族（親子）で散歩やハイキングによく出かける。 0.504559 0.349605 0.264682
14）子どもが歩ける距離の場合はできるだけ車などを使用しないよう心掛けている。 0.363038 0.196804 0.041430
第 2 因子「運動経験の工夫」
16）多様な動きが経験できるよう、遊びを工夫するようにしている。 0.424856 0.898513 0.507205
15）子どもが楽しく体を動かして遊べるよう工夫している。 0.524969 0.750803 0.478476
17）発達の特性に応じた運動遊びをするよう心掛けている。 0.298398 0.495454 0.225769
13）家族（親子）で運動施設（パターゴルフ・スポーツのできるゲーム施設・遊び場など）によく出かける。 0.347968 0.512937 0.219591
第 3 因子「お手伝い」
5）積極的に掃除を子どもにさせている。 0.216831 0.408989 0.740314
4）積極的に配膳（机ふきや皿運び）の仕事を子どもにさせている。 0.268820 0.361100 0.711001
3）布団（シーツ）を敷いたり、片づけたりすることを積極的に子どもにさせている。 0.128493 0.299731 0.641147
α係数 0.7150 0.7544 0.7353
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ



















1因子では、 2 歳児＞年少児、 2 歳児＞年長児に有意差があった。第 2 因子では、 2 歳児＞年少児、年少
児＜年中児に有意差が見られた。また、在園児が何番目の子どもかに関しては、第 3 因子「お手伝い」に
おいて有意差が見られ（p＜0.01）、多重比較の結果、 1 番目の子ども＜ 2 番目の子どもについて有意差
が確認された。その他の属性に関しては３つの因子すべてにおいて有意差は確認されなかった。
表３　因子得点と属性との分散分析結果
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
（家族での戸外活動） （運動経験の工夫） （お手伝い）







1.80 n.s.35 歳～ 39 歳（n=71） 1.40（0.57） 1.14（0.52） 1.35（0.73）







1.07 n.s.パートタイム（n=37） 1.43（0.60） 1.24（0.50） 1.50（0.75）








年少児クラス（n=52） 1.47（0.64） 2 歳児＞年長 1.06（0.53） 年少＜年中 1.37（0.75）
年中児クラス（n=59） 1.50（0.59） 1.34（0.56） 1.68（0.58）







1.58 n.s.2 人（n=95） 1.47（0.58） 1.22（0.53） 1.51（0.70）








1 番目＜ 2 番目
2 番目（n=63） 1.47（0.58） 1.22（0.53） 1.64（0.63）
3 番目以上（n=25） 1.52（0.61） 1.22（0.60） 1.71（0.66）



























2.27 n.s.中得点群（n＝88） 8.55（3.35） 高＞低 1.91（0.72） 高＞中 0.55（0.95） 








1.48 n.s.中得点群（n＝73） 8.03（3.53） 高＞中 1.90（0.73） 0.40（0.81）








0.41 n.s.中得点群（n＝69） 7.59（3.38） 2.07（0.71） 0.62（1.03）
低得点群（n＝56） 8.02（3.45） 1.77（0.66） 中＞低 0.47（0.98）
子どもの身体活動の重要性の認識度 子どもの生活習慣（睡眠）への意識 子どもの生活習慣（食事）への意識








7.20 **中得点群（n＝88） 2.73（0.45） 2.16（0.75） 2.13（0.56） 高＞中








6.67 **中得点群（n＝73） 2.74（0.44） 高＞低 2.21（0.75） 2.27（0.56） 高＞低








1.26 n.s.中得点群（n＝69） 2.73（0.45） 2.17（0.75） 2.13（0.59）
低得点群（n＝56） 2.57（0.60） 高＞低 1.95（0.89） 2.09（0.70）






































































































動」、第 2 因子「運動経験の工夫」、第３因子「お手伝い」の3因子が抽出された。第 1 因子「家族での戸
外活動」と第 2 因子「運動経験の工夫」は子どものクラス（学年別）で有意差があり、第 3 因子「お手伝い」
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